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1.アンケート調査概要

• ＡＩオンデマンド交通利用者及び本町住民（2,500人）を対象としたアンケート調査を実施した
• 各調査の実施概要を以下に示す

（1） 利用者アンケート調査

（2） 住民アンケート調査

内 容項 目
• 7月1日の実証運行開始～11月30日までの電話予約者
• 7月1日の実証運行開始～9月30日までのアプリ予約及びキャンセル者

調査対象

• アプリ予約者については、予約時にアンケートへ回答して、システム管理者が回収したデータを集計する
• 電話予約者については、モビドライバーがアプリによる乗車によるものか、電話によるものかをシステム上把握したうえ、電話
予約者に車内で手渡しし、郵送回収する

調査方法

• 令和6年7月1日～9月30日の3か月間、～11月30日の5か月間
調査実施
時期

• 利用者の属性（年代、性別、居住地域、運転免許証の有無、車の保有状況）
• モビ利用目的
• モビの評価（料金の妥当性、利用時の難易度、運行時間帯に対する意見、利用時の満足度）
• モビを利用するようになってからの行動変容（外出回数の変化、モビが無かった場合の交通手段、外出目的・外出先の変化）
• モビ実証運行の継続及び本格導入に対する意見 等

把握項目

内容項目
• 住民基本台帳より無作為抽出された15歳以上の南風原町民2,500人調査対象
• 郵送配布、郵送回収調査方法

• 令和6年10月1日～11月30日の2か月間
調査実施

時期
• 利用者の属性（年代、性別、居住地域、運転免許証の有無）

• 普段の公共交通の利用状況（路線バスの利用の有無、利用頻度、利用目的）

• モビの認知状況について（認知度、運行時間帯・運賃等の概要についての認識状況）

• モビの利用状況（利用の有無と利用頻度、利用する理由、利用しない理由）

• モビの今後の運行について（継続運行の是非とその理由、町民一人当たりに置き換えた毎月の町の財政負担額の上限） 等

把握項目

• 737票/2,500票（29.4%）回収率
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2.AIオンデマンド交通利⽤者アンケート調査結果

• 利用アンケート調査結果より回答者の約80％が30～50代、居住地は町内が93％となっている
• 回答者の81％が運転免許を保有、また、自分専用の車を保有しているが44％となっている

（1） 利用者属性

① 性別

男
49%

女
51%

n=41

10代
5%

20代
2%

30代
22%

40代
37%

50代
22%

60代
5%

70代
5%

80代
2%

n=41

南風原町内
93%

町外
7%

n=41

与那覇
12% 大名

5%
新川
10%

宮平
27%

兼城
7%

喜屋武
5%

照屋
3%

津嘉山
22%

神里
2%

町外
7%

n=41

② 年代 ③ 居住地

持っている
81%

持っていない
17%

返納した
2%

n=41

④ 運転免許の保有

■町内外 ■字別

⑤ 自家用車の保有

自分専

用の車

がある
44%

家族共

用の車

がある
29%

持って

いない
27%

n=41
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2.AIオンデマンド交通利⽤者アンケート調査結果

• 利用目的では買物、飲食が多く、買物では60代以上、飲食では40代の利用が多い

• 利用予約後のキャンセルもみられ、その理由として予定に間に合わない、移動手段の変更等があ
げられている

（2） 利用目的及び予約キャンセル

34
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10

39
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0

7

7
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0 10 20 30 40 50

買い物

通院

通勤

通学

趣味・習い事

食事・飲食

友人・知人宅への訪問

ミニデイサービス

役場での手続き

金融機関・ATM利用

その他 n=41 ※複数回答 （%）

25%

33%

8%

17%

8%

25%

25%

33%

13%

13%

13%

53%

13%

7%

7%

13%

22%

33%

33%

11%

33%

11%

11%

11%

22%

80%

40%

40%

40%

20%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

買い物(n=14)

通院(n=7)

通勤(n=8)

通学(n=4)

趣味・習い事(n=4)

食事・飲食(n=16)

友人・知人宅への訪問(n=5)

役場での手続き(n=3)

金融機関・ATM利用(n=3)

その他(n=7) 30代以下(n=12) 40代(n=15)

50代(n=9) 60代以上(n=5)

① 利用目的

67%

17%

0%

0%

0%

42%

0% 20% 40% 60% 80%

予定に間に合わなくなる

他の手段で移動すること

になった

予定がなくなった

運賃が高い

他の乗客と乗合になる

その他

ｎ=12 ※複数回答

② 予約キャンセル

【その他の理由】
・行き先を間違えて予約した（２票）
・配車台数が少なく、つかまらなかった
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2.AIオンデマンド交通利⽤者アンケート調査結果

• AIオンデマンド交通運行における評価では満足度が83％が高く、継続運行への意向も高い
• AIオンデマンド交通の運行開始後に外出回数の増加が29％、60歳以上の「ちょっとした用事」や「町
内での買物」等の外出機会の増加がみられる

（3） AIオンデマンド交通の評価

高い
39%

やや高い
44%

普通
13%

やや低い
2%

低い 2%

ｎ=41

増加した
29%

あまり変わらない
71%

ｎ=41

継続運行を

すべき
77%

継続運行をした

方が良い
23%

ｎ=41

① AIオンデマンド交通の満足度 ③ 外出回数の変化

② 継続運行の意向

■年代別外出の変化

8%

17%

25%

17%

25%

17%

17%

42%

27%

13%

13%

13%

7%

13%

7%

33%

22%

22%

22%

22%

44%

33%

11%

22%

11%

40%

60%

20%

40%

20%

0% 50% 100%

ちょっとした用事でも外出

するようになった(n=9)

習い事やイベントに参加し

やすくなった(n=6)

町内で買い物する機会が

増えた(n=10)

町内で食事をする機会が

増えた(n=6)

知人や親戚に会う機会が

増えた(n=1)

病院に通いやすくなった
(n=8)

仕事に通いやすくなった
(n=9)

町外に出かける機会が増

えた(n=1)

あまり訪れなかった施設を

利用するようになった(n=6)

その他(n=11)

30代以下(n=12) 40代(n=15) 50代(n=9) 60代以上(n=5)
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• 住民アンケート調査の回収率は29.4％（737票/2,500票）、60歳以上は回答者の37％となっているが、
運転免許の返納は2％と少ない

• 自家用車の保有状況では、全体の90％が自家用車（専用、共用）を保有している

（1） 回答者属性

① 性別

④ 車の保有状況

男性
29%

女性
71%

n=737

15～20
4%

20～30
6%

30～40
15%

40～50
17%50～60

20%

60～70
22%

70以上
15%

無回答
1%

n=737

運転免許を持っている
90%

持っていたが返納した
2%

運転免許を持っていない
8%

ｎ=737

② 年齢 ③ 運転免許の保有

3.住⺠アンケート調査結果

自分専用用の車がある
74%

家族共用の車がある
16%

持っていない
10%

n=737

74%

6%

67%

81%

80%

80%

77%

73%

15%

6%

22%

15%

17%

16%

14%

16%

10%

89%

12%

5%

3%

4%

8%

11%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体…

10代…

20代…

30代…

40代…

50代…

60代…

70代以上…

自分専用の車がある 家族共用の車がある 持っていない 無回答
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• 日常の主な移動手段85％が自家用車、路線バス利用は15％、タクシー8％、また、移動目的は買
物、通勤が多く、次いで通院、飲食となっている

• 公共交通の利用頻度では、全体の79％が1カ月以上公共交通を利用していない

（2） 日常移動

① 日常の移動手段 ③ 公共交通の利用頻度

85%
17%

15%
15%

8%

8%
4%
1%

0%
0%
1%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイカー（自分で運転）

徒歩
マイカー（送迎）

路線バス（沖縄バスなど）

オートバイ・バイク
タクシー
自転車

施設等の送迎バス
モビ（乗合タクシー）

巡回福祉バス

その他
無回答 n=737 ※複数回答

88%

68%

29%

29%

16%

12%

9%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物

通勤

通院

食事・飲食

趣味・習い事

友人・知人宅への訪問

通学

その他 n=737 ※複数回答

② 日常の移動目的

5%

1%

4%

10%

23%

23%

33%

1%

n=737

週５日以上 週に３～４日程度

週に１～２日程度 月に数日程度

月に１日以下 年に１回以下

ここ数年利用したことがない 無回答

5%

28%

5%

3%

6%

3%

2%

4%

1%

11%

1%

1%

1%

4%

14%

2%

5%

3%

3%

3%

1%

10%

6%

10%

6%

8%

16%

8%

10%

23%

25%

27%

22%

30%

21%

21%

21%

23%

8%

18%

32%

21%

21%

27%

21%

33%

8%

38%

32%

30%

34%

38%

38%

1%

1%

2%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=737

10代
n=36

20代
n=60

30代
n=130

40代
n=145

50代
n=149

60代
n=132

70代以上
n=82

週５日以上 週に３～４日程度

週に１～２日程度 月に数日程度

月に１日以下 年に１回以下

ここ数年利用したことがない 無回答

3.住⺠アンケート調査結果
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3.住⺠アンケート調査結果

• 回答者の40％が「公共交通がなくても困らない」と回答しており、20～40代にその意識が高い
• AIオンデマンド交通の導入により、高齢者へのメリット（外出支援、交通事故の減少、運転免許返納
後の移動手段）が高いと指摘されているが、同交通に対する認知度はまだ低い

（3）公共交通に関する意識

必要不可欠である
12%

あると便利である
46%

無くても困らない
40%

無回答
2%

n=737

知っていた
25%

名前は聞

いたことが

ある
19%

知らなかった
55%

無回答
1%

n=737

80%

75%

71%

57%

38%

31%

29%

23%

20%

17%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

高齢者が外出しやすくなる

免許返納後の交通手段になる

高齢者が車を運転する機会が減り、事故の心配が減る

高齢者を送迎する家族の負担が減る

運転できない子どもを送迎する家族の負担が減る

町民の外出が増えることで、町の活性化につながる

中学生や高校生が塾などに通いやすくなる

バス停までの移動が楽になり、路線バスが利用しやす…

高齢者の健康づくりが促進される

中学生や高校生が買い物等で出かけやすくなる

その他 n=737 ※複数回答

12%

28%

10%

8%

10%

13%

10%

17%

46%

33%

38%

42%

43%

46%

53%

57%

40%

39%

50%

50%

46%

39%

33%

20%

2%

2%

1%

2%

5%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体…

10代…

20代…

30代…

40代…

50代…

60代…

70代以上…

必要不可欠である あると便利である 無くても困らない 無回答

① 公共交通への認識 ② AIオンデマンド交通の運行導入のメリット

25%

8%

10%

22%

28%

27%

28%

37%

19%

14%

18%

14%

15%

17%

26%

29%

55%

78%

70%

64%

57%

56%

45%

33%

1%

2%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体…

10代…

20代…

30代…

40代…

50代…

60代…

70代以上…

知っていた 名前は聞いたことがある 知らなかった 無回答

③ AIオンデマンドの認知度
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3.住⺠アンケート調査結果

• 自由意見に多くの要望が寄せられて「運行エリアの拡大」「ドアtoドアでの運行」「運行時間帯の繰り
上げ」「運賃値下げ」などが要望が記載

• 効果として、「高齢者の外出機会の増加」「家族の送迎の負担軽減」などがあげられており、継続運
行を望む意見が多くあげられている

（4）モビを利用しない人の推察

■利用が進んでいない要因（何故モビを利用しないのか）

• モビの主な利用対象と考えられる高齢者への周知不足
• 高齢者のアプリ予約への抵抗
• 乗合利用に対する不安
• 台数不足により予約できなかった方が離れていった
• 自動車利用が多く、自動車保有率・免許証の保有率が多い
• 利用時間帯が合わない
• 他の公共交通（路線バス、モノレール）との接続が悪い

■継続運行に向けて（どうしたら利用してもらえるか）

• 高齢者層を対象にスマホ教室を開催し、アプリによる予約方法及び電話予約による予約方法を教示
• 台数の増加及び時間帯における台数の調整、運行時間帯の再検討
• 運行時間帯の見直し、乗合いしやすいシステム及び環境の整備
• 地域の集まりの場を活用した乗り方教室の実施
• モビの認知度を高める（フルラッピング等）
• モビの利用度を高める（スーパー等でのクーポン配布等）
• 沖縄都市モノレール首里駅への乗降場所の追加
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4.アンケート調査結果からみえる効果と課題

• 調査結果より、実証運行における効果、課題の整理を行い以下に示す

（1）効果

■モビ利用者像・利用シーン

（1）

 車を所有していない学生や高齢者、30代（通勤、買い物、食事・飲食、子供の送迎などをする女性）のバスや徒歩に変
わる、比較的手軽に利用可能な交通システムとして推進する必要がある。

 相乗り率を高めるために相乗り者の利用料金・システム及びリピーターの運賃体系を検討する余地がある。

 高齢者の利用が低い傾向にあるため、高齢者の利用が多いコールセンターとの意思疎通の円滑化を図るとともに、ア
プリ予約に慣れてもらう仕組みの検討が必要である。

 認知度が低く、特に若者及び中年層への周知が必要である。
 予約方法に「事前予約システム」の追加を検討し利用者層を拡大する必要がある。

満足な点・不満足な点

（2）  高齢者の利用向上を高めるための、アプリ予約方法の支援策及びコールセンターの運営及び設置場所を検討する必
要がある。

 利用者ニーズ（運行時間帯、運行台数等）への対応する検討が必要である。

公共交通の視点

（3）
 公共交通の利用頻度が低い地域、路線バス不便地域において、モビの活用方法を検討し利用促進を図る必要がある。
 公共交通を必要としている年代（10代、60代）へのモビ利用促進を図る必要がある。
 モノレール駅等への乗降場所設置を検討する必要がある。

モビの継続運行に対する意向

（4）  全利用者が運行の継続、運行継続時の利用意向がともに高いことから、継続運行へ向けた取組みが必要である。
 利用目的別では、早朝・夜間の利用ニーズ（通勤・通学・通院）への対応に検討の余地がある。

（2）課題の整理

• モビの運行により、高齢者が町内での買物、通院、用事等の移動が手段として利用されており、外出機会の創出に繋がって
いる。（アンケート自由意見より）

• 高齢者がスポーツ施設への移動として継続して利用されているこから、健康増進へ繋がっている


